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製作遊びの研修プログラムの提案（2）
―「製作遊び―折り紙を使って何をつくろう？」―
湯澤　美紀※・児子　千鶴子※・三宅　一恵※・片平　朋世※
An Educational Program about Children’s Craft (2) : 
“What do you make with origami?”
Miki Yuzawa, Chizuko Nigo, Kazue Miyake and Tomoyo Katahira
　This report suggests a program for enhancing children’s expression focused on craft 
with origami, “What do you make with origami?”  First, we described the background 
of this program in terms of how to sustain children’s imagination, expression, and 
creativity by making origami. Second, we outlined the program which consists of three 
phases. Finally, we summarized participants’ experiences in the program and reviewed 
the program.
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Ⅰ　研修の背景
　本稿は，卒業生支援の一貫として 2016
年度ノートルダム清心女子大学にて行った
３時間の研修プログラム「製作遊び―折
り紙を使って何をつくろう？」をもとに，
折り紙遊びといった製作に関する理論的背
景を整理した後，同プログラムの提案を行
い，保育者としての専門性を高めるための
研修の充実に資する資料を提供することを
目的とする。
　一枚の正方形の紙は，子どもたちの小さ
な手によって，新たな形を得ていく。そし
て，風船となった折り紙は，子どもたちの
掌の上を跳ね，動物となった折り紙は，子
どもたちのつくり出したストーリーの世界
で言葉を発し，お財布となった折り紙は，
お店屋さんごっこに登場する。
　しかしながら，そうした遊びの展開は，
新聞紙を題材とした前稿（梶谷・児子・湯
澤・片平 ,　2015）においても指摘したよ
うに，保育者自身，子どもの見立てや想像
力を読み取る力を身につけ，製作を支える
ための多様な技術を習得し，製作したもの
を伝えあう場の創造を促してくことが求め
られる。
　特に，折り紙は，新聞紙と同様，可塑性
の高い素材であることに違いはないが，正
方形という形による制約が存在し，色とい
う刺激が，表現される対象をゆるやかに規
定し，やや硬質な紙の素材は，折る・広げ
るといったようにそこで用いられる行為の
紀要 Vol. 41 No. 1（通巻第 62 号）116 〜 125（2017）
117
後，本研修で題材にした折り紙の教育的可
能性や保育における重要な題材となりうる
点について，説明する。その後，研修プログ
ラムの概要をまとめ，本研修への参加者の感
想を分析することで，本研修の評価を行い，
今後の研修に向けた課題を見出していく。
１）研修の意図
　近年，家庭で折り紙をした経験の少ない
子どもたちが多く入園してくる。
　家庭内において，テレビ・PC・携帯電話・
スマートフォンといった多様なメディアに
子どもの生活はさらされ，祖父母世代の勤
労年数の長期化は，折り紙の折り方を祖父
母より教わるといった体験そのものを子ど
もから奪うこととなっている。そして，現
在，子どもに限らず，親自身，保育者さえ
も，折り紙で遊んだ経験が乏しい世代とな
りつつある。
　一方，そのような環境にあっても，子ど
もたちは，園で折り紙と出会ったとき，様々
な美しい色に魅せられ，真っ先に自分の好
きな色の紙を手に取ろうとする。さらに，
小さな指を使って，それを折ることで多様
なものに形が変化していくことを知り，そ
の驚きや喜びを味わう。そうして，作品が
完成する喜びを味わいたくて何度も何度も
折って遊ぶうちに，折り方を覚えていくの
である。つまり，子どもは折り紙と出会え
ば，それを遊びとなし，表現の手段とする
といった感性を失ってはいない。
　しかしながら，保育の場においては，既
述の通り，保育者自身の経験不足や折り紙
を活かした遊びの可能性が十分に考慮され
ていないといった現状がある。
　そこで，本プログラムでは，上記の点を
踏まえ，参加者が実際に何度も繰り返し折
り紙を折る活動を通して，それが自分のも
のとなる感覚を味わいながら，子どもの遊
び・生活の中に折り紙があることの意味を
ヴァリエーションを絞る。また，つくり出さ
れた物は掌の大きさであるため，大きな活
動に繋がりにくいといった側面がある。つ
まり，折り紙に関しては，目的として何ら
かの形を折ることで活動が終了しやすい。
　現に，保育室に用意されたコーナーにお
いて，子どもたちは見本に従って次々と折
り紙を折っていくが，折られたものは雑然
とそこに残されているといった場面にしば
しば遭遇する。紙を折り終えた子どもの関
心は，次の紙へと向き，紙は次々と，処分
されていくのである。もちろん，一念に折
り続けることにもその時々の子どもにとっ
て大切な育ちの意味はあるが，場合によっ
ては，紙だけでなく，子どもの貴重な時間
が単に消費されるといったことになりかね
ないといったことは，保育に携わった人な
らば容易に想像できることであろう。そう
であるならば，そもそも，折り紙は保育の
場において相応しくないのであろうか？
　もちろん答えは否である。折り紙という
日本文化の中で継承されてきた遊びを，現
代の保育に引き継ぎながら，子どもの豊か
な遊びや表現を支えていくためには，折り
紙について保育者自身の発想の転換が求め
られる。そこにこそ，今回の研修の意義が
ある。
　そこで，本研修では，折り紙というある
種の制約をもった素材を対象とし，見本通
りに何らかのものを折るといった既成概念
を揺さぶりながら，折り紙に関して豊かな
発想を引き出していくことを目的とする。
具体的な活動としては，様々な見本を折る
といったことに終始するのではなく，むし
ろ，一つの形に特化し，そこから別の形・
新たな活動への展開の可能性を示していく。
それは，一本の発想の幹が，様々なアイデ
アへとまるで枝葉が分岐していくことを大
きなフレームとして想定するものである。
　以下，本研修の目指すねらいをまとめた
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りうる。また，折り紙の張りは，折り紙の
蛙をジャンプさせたり，折り紙のカメラを
パシャリと音を生じさせたりすることも可
能にする。
　近年では，一般的な折り紙だけでなく，
和紙ならびに和紙様のものなども手軽に購
入することが可能であり，美しい彩りが添
えられた紙を用いることで，子どもたちの
美的な感性が刺激される場合も多い。
数量概念構成への寄与
　折り紙遊びを通して，基本的な三角形や
四角形と親しむ機会となることに加え，数
量概念の基礎となる１対１対応や基数性の
意識を促し，面積や比についての量的感覚
を養う。
　例えば，１対１対応とは，元の大きさを
１／４の大きさに折ったものと，元の大きさ
のものそれぞれがともに「１」であるといっ
た数の感覚であるが，それはその後の数の
操作の基礎となる。また，１／４に折られた
（Ａ）を開いてみると，次図のような折り印
を確認できる。（Ａ）の大きさの正方形を数
え，数え終わった数字が，その総数となると
いった基数性は，元の大きさ（Ａ）が４つ分
あるといった認識を支える。これは，面積や
比の量的感覚につながり，（Ａ）：元の大きさ
＝１：４であるといった比の理解を支える。
　これまで，幼児期の数量概念について
は，実証的な研究が重ねられてきている
が（e.g., Yuzawa, & Bart, 2002; Yuzawa, 
Bart, Kinne, Sukemune, & Kataoka, 1999; 
Yuzawa, Bart, & Yuzawa, 2000; Yuzawa, 
Bart, Yuzawa., & Ito, 2005;Yuzawa, 
Yuzawa, & Bart, 2002; 湯澤・湯澤 , 2011），
特に，日米の子どもを比較した研究にお
いて，日本人の子どもの方が，アメリカ人
の子どもに比べ，図形比較の成績が高く
（Yuzawa et al., 1999），また，アメリカ人
の子どもに対する折り紙活動の導入が，図
形比較の成績を高める（Yuzawa & Bart, 
子どもの視点から学ぶことを第一の目的と
した。その上で，現前の活動と保育とを関
連づけていくことができるよう配慮した。
　具体的には，プログラム冒頭，折り紙の
性質・特徴を確認した後，教材研究を深め
るための視点を明示的に伝えた。次に，ア
クティブラーニングを取り入れ，折り紙の
形の変容や遊びの展開について，感動を
伴った体験を重ねることを促した。加えて，
小さな製作物を組み合わせ，それ以前とは
まったく異なった作品を生み出すことがで
きるといったような豊かな発想を創発する
活動を組み込んだ。
　なお，第２筆者が研修の主な立案・実践
に携わり，他の執筆者は立案に共同的立場
で関わった。プログラム立案のための話し合
いについては，４回実施し，適宜，録音した。
２）折り紙の性質・特徴
扱いやすい素材
　紙の薄さと柔軟性，そして，15 センチ
四方の大きさは，子どもにとっても操作が
容易である。また，糊やクリップを用いて，
折り紙同士をつなげたり，セロハンテープ
を用いて，丸めて棒状に留めたりすること
もできる。また，紙質が新聞紙に比べ，や
や硬質であることから，直線的な折り印が
つけやすい。これにより，いったん折った
ものを開くなどした場合，それまでの折り
のプロセスを確認することができる。また
何度でも折り直しが可能であるため，紙の
有効利用が可能である。
色と紙の質感
　記述の通り，折り紙は新聞紙に比べる
と，色，大きさによる表現の制約が生じや
すい。同時に，そうした制約が子どもたち
の発想を引き出す場合も多い。例えば，緑
色の紙を目にして，蛙を作りたいといった
思いが生じる場合もあれば，折られた蛙を
より本物らしく感じとるといったこともあ
119
振り返りながら，活動の中で何を大切にし
ていたかといった点について次のように
語っている。
　「小さいクラスの子どもが，大きいクラ
スの子どもにカブトを折ってもらって，そ
れで遊ぶだけだったら，活動はそこで終
わってしまいます。しかし，子どもが折る
ことに挑戦したくなる環境を整えることが
できたら，活動は広がります。最初は，大
きいクラスの子どもたちと一緒に，新聞紙
でカブトを折ってみます。ほとんど作って
もらったとしても，それは嬉しいものです。
そこから，新聞紙を繰り返し折って，およ
そできるようになってきたら，次に，折り
紙で折ってみます。茶色で折って，青色で
折って，というように，子どもたちが好き
なだけ折れるよう考えます。子どもがその
折り方を習得し，自分のものになったら，
次の段階にいけるからです。（中略）　ただ
もったいないからではなく，子どもたちが
つくったカブトを意図的に保育室に置いて
おくことによって，青いカブトは，ウロコ
になってこいのぼりになり，茶色いカブト
は，散歩の途中で見たタケノコになって表
現されていきます」
　実践者は，カブトという一つの活動を介
して，子どもたちが自ら折りたくなる工夫
を行い，また，繰り返し折ることを肯定的
に受け止め，折りについての確かな習得を
促していた。そして，子どもたちとアイデ
アを交わしていく中で，新たな表現を導く
など，保育者としての教育的意図を相互に
関連させていたと言える。　
　折り紙という身近な素材を介して，子ど
もの遊び・表現を支えていくためには，保
育者としての教材研究の充実，子ども理解
の深化，遊び・表現への発想の広がりといっ
た資質向上が求められ，研修の題材として
も適していると考えられる。また，具体的
なテーマとして，カブトを中心とした表現・
2002）といった実証研究は，子ども期の数
量概念が，折り紙といった遊びを通して高
められることを示唆する。
図１　四つ折りの正方形
　また，折り紙の基本形である三角形・四
角形に加え，折り印が示す対角線や，中心
といった概念など，図形領域の知識を得る
ことができ，小学校入学後の図形領域の学
習との直接的な関連を見出すことができる。
日本文化の継承
　折り紙遊びが数量概念の意識化に有効で
あるとするならば，なぜ，他国で新たに折り
紙遊びが広がっていかないのであろうか。
　それは，折り紙が文化として根ざしてい
るか否が大きい。日本の子どもの場合，彼
らを取り囲む文化の中に折り紙遊びも存在
している。つまり，多様な遊びの中から，
子どもたちは折り紙を選びとっていくこと
ができる。文化として触れることがない子
どもにとって，それは不可能である。加え
て，文化の中の大人の存在が大きい。つま
り，小さい頃，折り紙で遊んだ経験を持つ
大人であり，また，保育における折り紙の
意義を見出している保育者の存在である。
そうした大人そのものも，人的環境となり
日本の折り紙文化を支えている。
３）実践者の視点
　実践者は，前稿と同様に，折り紙の素材につ
いても子どもの豊かな表現を引き出しうるとし
て，保育実践の中で意識的に取り込んできた。
　研修会立案の話し合い時において，実践
者は，過去のカブトをテーマとした実践を
（A）
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りの活動で終わってしまうことが多いとい
うことも紹介し，活動のねらいを明確にす
べき点を気づくようにした。局面２は，行
事の中で新聞紙によるカブト作りを取り上
げて，保育の展開例や作り方の工夫等，実
践を通して体験できるようにした。局面３
では，カブトや風船等一つの折り方を習得
したことで，どのように遊びが展開できる
か実践例を紹介し，実際に体験することで，
保育者として子どもの前に立ったときに活
動の展開のイメージがもてるようにした。
加えて，グループごとに取り組んだ作品を
最後に紹介し合うことで，発想の広がりも
ねらった。
　以下，活動ごとに，概要をまとめる。研修
の実践は，第２筆者が行い，第３筆者が補助
を行った。また，プログラム冒頭の折り紙に
関する理論的な説明は，第１筆者が行った。
また，第４筆者は，活動の記録を行った。
　なお，参加者は，卒業生６名を含む，計
173 名（２年生 52 名，３年生 69 名，４年
生 46 名）であった。
活動の展開を構想した。
　ただし，話し合い時において，折り紙と
いう素材のため，製作活動のみに焦点が向
けられることは，避けるべきであるとの見
解を得た。実践者は，クラスの中に，折り紙
を好んで行うものの，他の友達と繋がりに
くいといった子どもたちがいた場合には，
折り紙コーナーを創ったり，また，子ども同
士の関わりを支えたりしながら，折り紙を
通して，互いに繋がれる場を創出してきた。 
　上記の実践的なエピソードを踏まえ，
今回の研修では，閉じたものから広がりを
持ったものへ，そして，子どもの手先ではな
く，子どもの心の育ちを支えうることを共通
理解とし，研修プログラムの立案を行った。
Ⅱ　提　案
　プログラムは，３つの局面から構成し
た。局面１は，折り紙の可能性について，
活動を通した教育的意義を講義形式で伝え
た。また保育現場では，折り紙の可能性を
保育者が心得ていないがために，その場限
【ねらい】折り紙の教育的意義を確認し、保育の中にどう活かしていくかを考える
【概　要】折り紙で遊ぶ中で，子どもが学ぶ具体的な事象について伝える。またその認識が担任に
あるかどうかということが，子どもの活動の豊かさにもつながることを，実例を紹介しながら知らせ，
次の実践へつなげる。
具体的活動 実践者の配慮事項
○折り紙の可能性について聞く
　・数量概念との関連
　・図形の概念（頂点，辺，高さ等）
　・子どもの量についての認識
　・ 文化として折り紙が日本の保育に根付い
ていることの意味
○保育につなげるとはどういうことか知る
　・ 折り紙を通して園生活に慣れていった A
ちゃんの事例を聴く
・ 保育者として理解しておくべき，折り紙の教
育的意義について，事例を示しながら伝える。
・ 遊びの中で学ぶということを理解できるよ
う，年齢ごとのちがいにも触れる。
・ 遊びの中で培われた主体的な学びが，小学校
以降の教育へもつながっていくことを知ら
せ，折り紙に限らず子どもの教育のあり方に
ついても気づくことができるようにする。
・ クラスとしての一斉の活動だけでなく，折り
紙を通して一人の子どもが育った例を紹介
し，保育者として子どもにいかに向き合うべ
きか意識づける。
表１　【局面１：テーマ】　折り紙の可能性―折り紙は折ったら終わり？
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【ねらい】カブトの折り方を習得するとともに，折り紙の指導方法を学ぶ
【概　要】長方形の新聞紙から，カブトを作る場合どのように子どもに伝えるか，また実際に折り方
をどう説明すればわかりやすいか等，実践通して伝えた。その際，局面１で学んだことをどう生かす
かということも意識できるよう配慮した。
具体的活動 実践者の配慮事項
○新聞紙でカブトを折る
（準備物）・新聞紙（１枚）
　　　　・ハサミ
○子どもへの伝え方を知る
・ 図形の概念をどのように伝えるか，経験を通し
て折り紙の可能性に気づくことができるように
する。
　【カブト折り　活動提案】
　新聞紙を正方形に切り出し，カブトを折る。
・ 行事の中で折り紙を製作する前に子どもたちに
して欲しい経験などを伝え，保育は日々のつな
がりの大切さを意識するよう促す。
・ 実際に子どもにどのような言葉をかけるのか，
どの向きで示すとわかりやすいのか等，実践
的なやり方を伝えるとともに，その意図も知ら
せる。
　（例）
　 「お山のてっぺんとお山のてっぺんをあわせま
しょう」
　「手のアイロンで，ぎゅぎゅぎゅと押しましょう」
表２　【局面２：テーマ】　新聞紙でカブトを作ってみよう
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【ねらい】一つの折り方を習得することで，どのような保育の展開の可能性があるか知る
【概　要】カブトと風船を例に，一つの折り方を習得することで，一人の活動がクラスの活動へ広が
ることや，さまざまな遊びにつながること等を，体験を通して実感できるようにした。また保育者とし
ての柔軟な発想にもつながるよう，グループ活動の発表の場も設けた。
具体的活動 実践者の配慮事項
○ カブトから金魚へ折り方の展開があること
を知る
・ 金魚の折り方を習得することで広がる遊び
の実例について知り，体験する
　（例）金魚でごっこ遊び
　（準備物）・折り紙　
　　　　　・モール
　　　　　・ハサミ
　　　　　・セロハンテープ
　（例）魚釣り
　（準備物）・折り紙
　　　　　・新聞紙（残りを利用）
　　　　　・テグス
　　　　　・磁石
　　　　　・ステープラ
　　　　　・ビニール袋
　　　　　・モール
・ 実際の子どもたちの姿を伝えることで，保育の
中でのイメージがつかめるようにする。
　【金魚でごっこ遊び　活動提案】
　 　カブトの折り方を変え，ハサミで切り込みを
入れることで，金魚の形となる。局面１で切り
抜かれた長方形の新聞紙を棒状に丸め，その
先に金魚をつけることで，劇遊びとして用いる
ことができることを伝える
・ 折って終わりではなく，そこからいかに遊びを
豊かにするか，保育者の力量が子どもの育ちに
重要であることを伝える。
・ 体験を通して，それぞれの遊びの楽しさを実
感することで，子どもに実践してみようという意
欲につながるようにする。
・ 使用する材料についても解説し，何を使用する
かということが，いかに子どもの興味や関心を
引き出すか知らせる。
　【魚釣り　活動提案】
　 　ステープラを金魚に留め，釣竿用に糸を新
聞紙でつくった棒にくっつけ，その先に磁石を
結びつける。
・ 金魚ごっこ遊びから，魚釣りの遊びの発展の例
を伝え，製作物を活かした体験することでそ
の楽しさを知らせる。
表３　【局面３：テーマ】　カブトから何ができる？風船から何ができる？
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○ 一人の活動からグループ，クラスの活動へ
の展開の仕方を知る
　（例）みんなのカブトでこいのぼり作り
　（準備物）・折り紙（３色）
　　　　　・目玉を貼りつけた模造紙（1 枚）
　　　　　・両面テープ
　（例）カブトでいろんなものを作ってみよう
　（準備物）・ 折り紙（グループ内同一の色組
み合わせにより，一人３色ずつ）
　　　　　　　橙・黄・濃橙
　　　　　　　水色・灰色・白
　　　　　　　緑・黄緑・茶
　　　　　　　茶・濃茶・黄土
　　　　　・白画用紙（グループに 1 枚）
　　　　　・糊
○グループ製作の内容を伝え合う
・ 日々の活動のつながりについても意識できるよ
うにする。
・ 使用する材料についても解説し，何を使用する
かということが，いかに子どもの興味や関心を
引き出すか知らせる。
　【カブトでこいのぼり　活動提案】
　 　壁に掲示した模造紙に目玉だけ添付し，複
数名でこいのぼりの形に，カブトを貼りつける。
・ グループごとに，色を数色に限定し，その中で
意見を出し合いながら一つのものを作り上げる
体験をさせる。
　【カブトでいろいろ　活動提案】
　 　三色のカブトをグループ内でおよそ３色×４
枚×６名程度＝ 72 枚を用いて，それらを糊で
貼り，画用紙上に何らかの形をつくる。
・ 個々の柔軟な発想力だけでなく，互いに意見を
出し合いながら作り上げることで，より豊かな
活動になりうることを実体験をもって納得でき
るようにする。
・ 改めて一つの折り方の活かし方に気付くことが
できるようにする。
・ 他のグループの作品を見ることで，発想の幅を
広げたり，互いに認め合うことの大切さに気づ
いたりできるようにする。
・ 保育者の工夫次第で，子どもの遊びが広がった
り，作品の出来具合が自信につながったりする
ことを伝え，現場での活かし方のイメージがつ
かめるようにする。
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Ⅲ　まとめと今後の課題
　本稿では，折り紙を題材とした製作遊び
に関する研修の中で，参加者が，実際に何
度も繰り返し折り紙を折る活動を通して，
それが自分のものとなる感覚を味わいなが
ら，子どもの遊び・生活の中に折り紙があ
ることの意味を子どもの視点から学ぶとと
もに，子どもの製作を支えることができる
基礎的な技術・技能を養い，保育者として
の支援のあり方を省察する視点を得ること
をねらいとして構成した。
　具体的には，折り紙の性質・特徴を確認
した後，カブトという折り紙遊びの活動の
発展の可能性を，具体的な体験の中から，
参加者が学ぶことができるよう配慮した。
　実践者の視点から，参加者の様子を報告
するならば，その姿は活気に満ちていた。
研修会終了後も，講師への質問に列が作ら
れたり，参加者は，研修会で紹介した製作
物を取り囲んで写真を撮っては，感想を述
べ合ったりしており，今回の研修が，参加
者にとって主体的な学びとなっていたと推
測できる。
　最終的に，カブトを題材にグループ活動
で製作されたものは，色によってイメージ
を膨らませた「富士山」「ひまわり」「かき
氷」や，色のイメージに加えて，カブトの
突起部の形状を活かし，「きゅうり」「かぶ
とむし」「パイナップル」といった表面を
さわるとあたかも本物のような感触をもた
らすものなど，参加者の豊かな発想力が多
分に発揮されていた。
　また，参加者のアンケートには，学年や
保育の経験も反映されていた。
　卒業生は，「子どもの声を活かして実践
していきたい」「すぐ実践してみようと思
いました」といったように，明日の保育に
繋がる実践的学びを得ていた。
　４年生は，「折り紙も考え方や想像の広
○風船の展開の仕方を知る
　（例） はらぺこあおむし，サイコロ，月見
団子等
○活動を振り返る
・作品として，保育に活かしていくための手立て
とそれを活かすための素材を知っていくことの大
切さを伝える。
・本活動が保育との連続性を感じられるよう，子
どもたちの作品の紹介を行う。
・本研修のねらいを振り返るとともに，今回の活
動を保育の文脈の中で意味づけていくよう提案
をする。
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がりでいろいろなものに変わると思った。
子どもは想像豊かだけれど，それを広げる
のは保育者だと思った」といったように，
折り紙遊びの活動を通して，保育者の役割
に気づくとともに，「いろいろな角度から
ものを見られるような視点をもちたい」と
いった新たな課題を見出した学生もいた。
また，「これまでに実習で折り紙に発展が
なく困ったことがあったが，より工夫でき
そうだと思った」といったように，実習中
の課題に向き合い，今回の研修での学びを
今後に活かしていこうという心構えをえた
といった意見が見られた。
　秋に実習を控えた３年生は，「子どもの自
信につなげる活動について，具体的なイメー
ジを持つことができた」といったように，今
後の実習を意識した感想を述べていた。
　保育に関する専門的学びを始めたばかり
の２年生は，折り紙の活動そのものが「楽
しかった」「新たな発想に出会えて驚いた」
「折り紙がもっと好きになった」といった
ように，内面にある好奇心が突き動かされ
たといった内容のものが多かった。
　上記が示すように，保育者として経験，
あるいは保育者を目指す学生の体験に応じ
て，今回の研修がそれぞれの学生の学びと
なっていたといえ，研修としての一定の成
果をみることができる。
　ただし，「今回，カブトを人生で初めて
折った」と報告する学生もいた。学生の体
験や保育場面での課題を踏まえた研修内容
についても，今後，考えていきたい。
　そして，日本が誇る児童文化の一つであ
る折り紙を，今後とも子どもたちの手に残
していくためには，保育の視点からその意
義の見直しを行うとともに，子どもの発達
上の意義を明らかにするための学術的研究
も必要であると考える。実践ならびに研究
の両面の発展に今後とも寄与していきたい。
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